
ほめるとは
「価値」を「発見」して伝えること。
一人ひとりに眠っている「価値」を
見つけ出し、それを伝えてあげる
ことで、その人の魅力を最大限に
引き出してあげることが、ほめるこ
と。「ほめ讃える」ことばかりではな
く、相手をしっかりと「認め」「応援
してあげる」ことも、ほめることで
す。また、私たちの周りの「モノ」や
「出来事」の価値も見つけ出し、仕
事でも家庭でも素晴らしい結果を
生み出すような、アイデア溢れる
毎日を送ることでもあります。

一般社団法人 日本ほめる達人協会 「ほめる」人材育成！

職場が変わる！業績が変わる！
ほめ達！企業研修
年間受講者 20,000人超！
大手企業も地域の企業も取り入れる
話題のほめ達！研修とは？

経営者の皆さんの声から生まれた「ほめ達！研修」
● 職場の空気を活気づけたい！
● 社員に活き活きと働いてもらいたい！
● 心の病から社員を守りたい！
● お客さまが心から支持してくれる会社に！
● 会社の成長を加速させたい！

研修の成果が続々と届いています！
● 社員のモチベーション調査で明らかな向上が！（大手公益企業）
● 支社の契約件数が 119% 倍に！（大手生命保険会社）
● 3ヶ月で店舗の売上が対前年 161% に！（飲食チェーン店）
● 社員が協力しあい、残業がゼロに、３年間実質離職者ゼロ（製造業）
● 生徒数が 125%、卒業生の事故率も低下！（自動車教習所）
● 園児が 1.2 倍。卒園した園児が、小学校でほめられる子に！（幼稚園）
● しばらく見なかった職場での笑顔がいっきに増えた！（大手エネルギー企業）
● 社員が自発的に安全衛生管理をしはじめた！（建設業）

惜しみなくほめられる人は…、しっかりと叱ることもできる人！ 
ほめるも叱るも「相手にしっかりと向き合う」こと！
ほめる叱るより「誰が言うか？」その人の人間力を育めます！

セミナーは、90分から！
お気軽にご相談ください！

離職率が下がった！？
社員に笑顔が！
売上がのびた！？

離職率が下がった！？
社員に笑顔が！
売上がのびた！？



■お問合せ・ご相談

一般社団法人 日本ほめる達人協会
大阪本部 〒550-0014  大阪府大阪市西区北堀江 3-11-9
06-6539-1950
講師連絡先　
森藤 良夫  090-2591-8752
（カズテック株式会社）
京都市伏見区横大路天王前５０番１ ☎ 075-611-0505
ほめ達 検索 www.hometatsu.jp

ほめ達！はダメ出しから始まった！
　ほめ達！の前身はダメ出しをする「覆面調査」の会社でした。いくら改善点を伝えても、改善点しか改善され
ずまた他がダメになる。そこで 180 度方向転換、ほめて伝えたら企業が変わりました。ほめるも叱るもどちらも
実践してきた結論です！

心の報酬？ 給与や待遇だけでは渡せない「心の報酬」とは？
　企業は社員に最大限のパフォーマンスを引き出すため、報酬体系、評価制度、働き方改革、ワークライフバランス、
福利厚生など、さまざまな取り組みを行っています。そんな中でも、職場で元気を無くしてしまったり、心の病気
を患ってしまったりする社員が少なくありません。そこでもう一つの報酬、心の報酬とは？

成長の実感：自分はこの仕事を通して、成長できている、という実感
貢献の実感：自分はこの仕事を通して、誰かの役に立っている、という実感

ほめ達！はポータブル？ 社員が家庭に持ち帰れるから効果が持続！
　研修アンケートに多く見られる「まず家族をほめてみます！」の一行。受講者は、お子さんや、奥さん、旦那さん、
お友だちなどとの、いま心に抱えている課題に照らし「自分ごと」として聴いてくれます。だから心のスイッチが入る、
まずは家に帰って実践できる、家族との「ちょっと嬉しいできごと」が生まれる、だから職場でも活用しようと思える。
ほめ達はどこにでも持ち歩ける「ポータブルさ」のお蔭で、研修効果が持続します！

● ほめ達！導入セミナー（全従業員向け）
● コミュニケーション研修（全従業員向け）
● マネジメント研修（経営者・管理職向け）
● チームビルディング研修（経営者・管理職・リーダー、または全従業員向け）

● ほめ達！検定３級取得研修（全従業員向け）
● フォローアップ研修（全従業員向け）
● 研修の効果検証も可能です

セミナーは90分から
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これに気づかせてあげること
それが「心の報酬」です。

（研修参加者の声）
● 大変おもしろい講義でした。時間があっという間に過ぎ、もっともっと聞きたいと思いました。
● 今までは「何でそうなったの？」「何がしたいの？」と、部下に対して頭ごなしに、
    存在を否定するような言い方をしてきたかも知れません。視野が狭かったと気づきました。
● ほめるということは、人にもプラスになり、自分にもプラスになると納得しました。
　 家でも仕事でも活かしていこうと思います。
● 相手を尊重しないと良いところが見えないし、普段関心がないと行動に興味すらわきません。　         
　具体的な小さなことを見つけてほめてあげたいです。
● 応援することも「ほめること」だと知りました。相手にかける言葉が変わりそうです。

（メディアでの紹介 ）
テレビ：
NHK「クローズアップ現代」「おはよう日本」「ニュー
スウォッチ９」「あさイチ」他、　日本テレビ「ZIP」「ニ
ノさん」他、　TBS テレビ「ビビット」「N スタ」他、
テレビ朝日「羽鳥慎一モーニングショー」他、　テ
レビ東京「所さんの学校では教えてくれないそこん
トコロ！」他。

その他：ラジオ、新聞、雑誌、Webマガジン等多数。

お打合せの上、プランニングできます！

● 特別認定講師：森藤 良夫（もりとうよしお）

人が育てば企業も育つ。
「職場に行くのが楽しい」と言う人がするサービスやモノつ
くり。風通しのいい職場から生まれる暖かいサービスやモノ
つくり。気のいい職場・気のいい人財・気のいいモノつくりを
サポートします。

特別認定講師
小林 康子


